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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の走査線と、
　複数ｍ本の画像信号線と、
　前記ｍ本の画像信号線の各々と対をなすように設けられ、各々は、それぞれ対をなす画
像信号線に接続されて、データ信号を供給するｍ本の接続信号線と、
　ｍ本毎にブロック化されたデータ線であって、一つのブロックにおけるｍ本のデータ線
は、前記ｍ本の画像信号線のそれぞれと対をなすように設けられた複数のデータ線と、
　前記複数の走査線を所定の順番で選択する走査線駆動回路と、
　一本の走査線に選択される期間にわたって、前記ブロックの選択を示すサンプリング信
号を所定の順番で出力するブロック選択回路と、
　前記複数のデータ線のそれぞれに設けられ、各々は、前記サンプリング信号がブロック
の選択を示すときに、対をなす画像信号線とデータ線との間でオン状態となるサンプリン
グスイッチと、
　前記複数の走査線と前記複数のデータ線との交差に対応して設けられ、各々は、前記走
査線が選択されたときに、前記データ線にサンプリングされたデータ信号に応じた階調と
なる画素と、
　を備え、
　前記ブロック選択回路は、出力端が次段の入力端に接続された単位回路を複数個有し、
前記複数個の単位回路の各々は、前記入力端に供給されたパルスを所定時間遅延させて出
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力端から出力するとともに、入力端および出力端に供給されたパルスに基づいてサンプリ
ング信号を出力し、
　前記接続信号線は、一の単位回路の出力端と次段の単位回路の入力端との間を結ぶ連絡
信号線と交差するように設けられ、
　前記画素は、ｎ（ｎは３以上の整数）色のうち、いずれかであり、
　前記ｍはｎの倍数であり、
　一つのブロックに属するｍ本のデータ線は、前記ｎ色の画素に対応するものが所定の順
番で繰り返して配列し、
　前記ｍ本の画像信号線は、前記ｍ本のデータ線における色と同じ順番で繰り返して配列
し、
　同色に対応する画像信号線に接続されたｍ／ｎ本の接続信号線が、少なくとも同一の連
絡信号線と交差するように設けられている
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
複数の走査線と、
　複数ｍ本の画像信号線と、
　前記ｍ本の画像信号線の各々と対をなすように設けられ、各々は、それぞれ対をなす画
像信号線に接続されて、データ信号を供給するｍ本の接続信号線と、
　ｍ本毎にブロック化されたデータ線であって、一つのブロックにおけるｍ本のデータ線
は、前記ｍ本の画像信号線のそれぞれと対をなすように設けられた複数のデータ線と、
　前記複数の走査線を所定の順番で選択する走査線駆動回路と、
　一本の走査線に選択される期間にわたって、前記ブロックの選択を示すサンプリング信
号を所定の順番で出力するブロック選択回路と、
　前記複数のデータ線のそれぞれに設けられ、各々は、前記サンプリング信号がブロック
の選択を示すときに、対をなす画像信号線とデータ線との間でオン状態となるサンプリン
グスイッチと、
　前記複数の走査線と前記複数のデータ線との交差に対応して設けられ、各々は、前記走
査線が選択されたときに、前記データ線にサンプリングされたデータ信号に応じた階調と
なる画素と、
　を備え、
　前記ブロック選択回路は、出力端が次段の入力端に接続された単位回路を複数個有し、
前記複数個の単位回路の各々は、前記入力端に供給されたパルスを所定時間遅延させて出
力端から出力するとともに、入力端および出力端に供給されたパルスに基づいてサンプリ
ング信号を出力し、
　前記画素は、ｎ（ｎは３以上の整数）色のうち、いずれかであり、
　前記ｍはｎの倍数であり、
　一つブロックに属するｍ本のデータ線は、前記ｎ色の画素に対応するものが所定の順番
で繰り返して配列し、
　前記ｍ本の画像信号線は、前記ｍ／ｎ本毎にまとまってデータ線の色と同じ順番で配列
し、
　同色に対応する画像信号線に接続されたｍ／ｎ本の接続信号線が、同一の連絡信号線と
交差するように設けられている
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項３】
　前記ｍ本の画像信号線は、前記複数のデータ線の延長線と交差する方向に設けられ、
　前記単位回路の配列方向は、前記ｍ本の画像信号線が設けられる方向に一致する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記ｍ本の接続信号線が、同一の連絡信号線とそれぞれ交差するように設けられている
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の電気光学装置。
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【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の電気光学装置を備えることを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像信号線に供給されるデータ線をデータ線にサンプリングさせる構成にお
いて配線形成に必要な領域を抑える技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶などの電気光学装置では、走査線とデータ線との交差に対応して画素が設けられ、
当該画素が、走査線が選択されたときにデータ線に供給されたデータ信号の電圧に応じた
明るさ（階調）となる構成となっている。このような構成において駆動方式で大別すると
、デジタル駆動式とアナログ駆動式とに分けることができるが、現時点においてアナログ
駆動式が広く用いられている。
　このようなアナログ駆動式においては、さらにデマルチプレクサ式とブロック順次式と
が多く用いられている。このうち、ブロック順次式では、データ線を予め定められた列数
、例えば６列毎にブロック化して、ある走査線が選択される期間において、ブロックを順
番に選択し、６本の画像信号線に供給されたデータ信号を、選択したブロックに属する６
列のデータ線に同時にサンプリングして供給する、という方式である（特許文献１参照）
。
【特許文献１】特開２００７－１５６４７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、このブロック順次式では、複数本の画像信号線の引き回しに難点があった。
詳細には、接続端子の位置によっては、画像信号線の引き回しに広いスペースが必要とな
り、表示領域外のいわゆる額縁領域の狭小化を阻む大きな要因の１つとなった。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、その目的の１つは、ブロック順次式
において額縁領域の狭小化を図ることが可能な電気光学装置および電子機器を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために本発明に係る電気光学装置にあっては、複数の走査線と、複
数ｍ本の画像信号線と、前記ｍ本の画像信号線の各々と対をなすように設けられ、各々は
、それぞれ対をなす画像信号線に接続されて、データ信号を供給するｍ本の接続信号線と
、ｍ本毎にブロック化されたデータ線であって、一つのブロックにおけるｍ本のデータ線
は、前記ｍ本の画像信号線のそれぞれと対をなすように設けられた複数のデータ線と、前
記複数の走査線を所定の順番で選択する走査線駆動回路と、一本の走査線に選択される期
間にわたって、前記ブロックの選択を示すサンプリング信号を所定の順番で出力するブロ
ック選択回路と、前記複数のデータ線のそれぞれに設けられ、各々は、前記サンプリング
信号がブロックの選択を示すときに、対をなす画像信号線とデータ線との間でオン状態と
なるサンプリングスイッチと、前記複数の走査線と前記複数のデータ線との交差に対応し
て設けられ、各々は、前記走査線が選択されたときに、前記データ線にサンプリングされ
たデータ信号に応じた階調となる画素と、を備え、前記ブロック選択回路は、出力端が次
段の入力端に接続された単位回路を複数個有し、前記複数個の単位回路の各々は、前記入
力端に供給されたパルスを所定時間遅延させて出力端から出力するとともに、入力端およ
び出力端に供給されたパルスに基づいてサンプリング信号を出力し、前記接続信号線は、
一の単位回路の出力端と次段の単位回路の入力端との間を結ぶ連絡信号線と交差するよう
に設けられていることを特徴とする。本発明によれば、ｍ本の画像信号線は、ｍ本の連絡
信号線によってブロック選択回路を回り込ませる必要がなくなるので、その分のスペース
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が不要となり、額縁の狭小化を図ることができる。
【０００５】
　本発明において、前記ｍ本の画像信号線は、前記複数のデータ線の延長線と交差する方
向に設けられ、前記単位回路の配列方向は、前記ｍ本の画像信号線が設けられる方向に一
致する構成が好ましい。また、本発明において、前記ｍ本の接続信号線が、同一の連絡信
号線とそれぞれ交差するように設けられた構成としても良い。
　本発明において、前記画素は、ｎ（ｎは３以上の整数）色のうち、いずれかであり、前
記ｍはｎの倍数であり、一つのブロックに属するｍ本のデータ線は、前記ｎ色の画素に対
応するものが所定の順番で繰り返して配列し、前記ｍ本の画像信号線は、前記ｍ本のデー
タ線における色と同じ順番で繰り返して配列し、同色に対応する画像信号線に接続された
ｍ／ｎ本の接続信号線が、少なくとも同一の連絡信号線と交差するように設けられた構成
としても良い。この構成によれば、接続信号線の時定数を色毎に揃えることが可能となる
。
　本発明において、前記画素は、ｎ（ｎは３以上の整数）色のうち、いずれかであり、前
記ｍはｎの倍数であり、一つブロックに属するｍ本のデータ線は、前記ｎ色の画素に対応
するものが所定の順番で繰り返して配列し、前記ｍ本の画像信号線は、前記ｍ／ｎ本毎に
まとまってデータ線の色と同じ順番で配列し、同色に対応する画像信号線に接続されたｍ
／ｎ本の接続信号線が、同一の連絡信号線と交差するように設けられた構成としても良い
。この構成によれば、接続信号線にくわえて、画像信号線の時定数についても色毎に揃え
ることが可能となる。
　なお、本発明は、電気光学装置のみならず、当該電気光学装置を有する電子機器として
も概念することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の第１実施形態に係る電気光学装置の全体構成を示すブロック図である
。この図に示されるように、電気光学装置１は、表示パネル１０と処理回路２０とに大別
される。このうち、処理回路２０は、表示パネル１０とは、例えばＦＰＣ（flexible pri
nted circuit）基板によって接続される回路モジュールである。
【０００７】
　処理回路２０は、制御回路２１０、Ｓ／Ｐ変換回路２２０およびＤ／Ａ変換回路群２３
０を含む。このうち、制御回路２１０は、外部上位回路（図示省略）から垂直同期信号Ｖ
s、水平同期信号Ｈsおよびドットクロック信号Ｄclkに同期して、Ｓ／Ｐ変換回路２２０
の動作を制御したり、Ｄ／Ａ変換回路群２３０における変換極性を指定したり、表示パネ
ル１０の動作を制御するためのスタートパルスＤＸ、ＤＹ、クロック信号ＣＬＸ、ＣＬＹ
等を出力したりするものである。なお、図１では、省略しているが、制御回路２１０は、
クロック信号ＣＬＸの論理反転させた反転クロック信号ＣＬＸinv、および、クロック信
号ＣＬＹの論理反転させた反転クロック信号ＣＬＹinvも表示パネル１０に出力する。
【０００８】
　Ｓ／Ｐ変換回路２２０は、垂直同期信号Ｖs、水平同期信号Ｈsおよびドットクロック信
号Ｄclkに同期して供給されるデジタルの画像データＶdを、後述するように６チャネルに
分配するとともに、１ドット分を時間軸に２倍に伸長して（シリアル－パラレル変換、相
展開という場合もある）、それぞれ画像データＶd1d～Ｖd6dとして出力するものである。
　ここで、画像データＶdは、１ドットについてＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各色成
分の階調（明るさ）をそれぞれで指定するものである。Ｓ／Ｐ変換回路２２０では、画像
データＶdで指定されるドットのうち、奇数列ドットのＲ、Ｇ、Ｂの階調を指定するもの
がそれぞれ画像データＶd1d、Ｖd2d、Ｖd3dに分配され、当該奇数列に続く偶数列ドット
のＲ、Ｇ、Ｂの階調を指定するものがそれぞれ画像データＶd4d、Ｖd5d、Ｖd6dに分配さ
れる。
【０００９】
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　Ｄ／Ａ変換回路群２３０は、チャネル毎に設けられたＤ／Ａ変換回路の集合体であり、
画像データＶd1d～Ｖd6dを、それぞれ制御回路２１０によって指定された極性の電圧に変
換して、データ信号Ｖid1～Ｖid6として出力する。
　ここで、データ信号Ｖid1～Ｖid6の極性とは、電圧Ｖcに対して高位側を正極性とし、
低位側を負極性とする。なお、電圧Ｖcとは、後述する図８に示されるようにＨレベルに
相当する選択電圧Ｖddと、Ｌレベルに相当し、かつ電圧の基準である電位Ｇnd（電圧ゼロ
）とのほぼ中間電圧である。
　また、データ信号Ｖid1、Ｖid2、Ｖid3は、奇数列ドットのうち、それぞれＲ、Ｇ、Ｂ
の階調に応じた電圧の信号であるから、Ｒ1、Ｇ1、Ｂ1と表記することにする。同様に、
データ信号Ｖid4、Ｖid5、Ｖid6は、偶数列ドットのうち、それぞれＲ、Ｇ、Ｂの階調に
応じた電圧の信号であるから、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ2と表記することにする。
【００１０】
　次に、表示パネル１０の構成について説明する。図２は、表示パネル１０の構成を示す
平面図である。
　表示パネル１０は、液晶を用いて所定の表示を行うものであり、表示領域１００の周辺
に、走査線駆動回路１３０や、ブロック選択回路１４２、画像信号線１７０、サンプリン
グ回路１４６などが配置した周辺回路内蔵型となっている。
　表示領域１００は、画素１１０が配列する領域であり、本実施形態では、４８０行の走
査線１１２が横方向（Ｘ方向）に設けられる一方、１９２０（＝６４０×３）列のデータ
線１１４が図において縦方向（Ｙ方向）に設けられている。そして、これらの走査線１１
２とデータ線１１４との交差の各々に対応するように画素１１０がそれぞれ設けられてい
る。
【００１１】
　ここで、画素１１０は、１列毎にＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）に対応して配列してお
り、これらのＸ方向で互いに隣接するＲ、Ｇ、Ｂの３画素で１ドットのカラーを表現する
。したがって、本実施形態では、表示領域１００において画素１１０を単位としてみると
縦４８０行×横１９２０列でマトリクス状に配列し、カラー表示の単位であるドットでみ
ると、縦４８０行×横６４０列で配列することになるが、本発明をこの配列に限定する趣
旨ではない。
　また、１～１９２０列のデータ線１１４は、本実施形態では隣接する６列毎にブロック
化されている。本実施形態においてデータ線１１４の列数は「１９２０」であるので、ブ
ロック数は「３２０」となる。
【００１２】
　次に、画素１１０について説明する。
　図３は、画素１１０の構成を示す図であり、ｉ行及びこれに下方向で隣接する（ｉ＋１
）行と、ｊ列及びこれに右方向で隣接する（ｊ＋１）列との交差に対応する２×２の計４
画素分の構成が示されている。なお、ｉ、（ｉ＋１）は、画素１１０が配列する行を一般
的に示す場合の記号であって、本実施形態では、それぞれ１以上４８０以下を満たす整数
であり、ｊ、（ｊ＋１）は、画素１１０が配列する列を一般的に示す場合の記号であって
、本実施形態では、それぞれ１以上１９２０以下を満たす整数である。
【００１３】
　図３に示されるように、各画素１１０は、ｎチャネル型の薄膜トランジスタ（thin fil
m transistor：以下単に「ＴＦＴ」と略称する）１１６と、液晶素子１２０とを有する。
各画素１１０については、本実施形態では電気的には互いに同一構成なので、ｉ行ｊ列に
位置するもので代表して説明すると、当該ｉ行ｊ列の画素１１０において、ＴＦＴ１１６
のゲート電極はｉ行目の走査線１１２に接続される一方、そのソース電極はｊ列目のデー
タ線１１４に接続され、そのドレイン電極は画素電極１１８に接続されている。
【００１４】
　表示パネル１０は、特に図示しないが、素子基板と対向基板との一対の基板が一定の間
隙を保って貼り合わせられるとともに、この間隙に液晶１０５が封止された構成となって
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いる。このうち、素子基板には、走査線１１２や、データ線１１４、ＴＦＴ１１６、画素
電極１１８などが形成される一方、対向基板にコモン電極１０８が形成されて、これらの
電極形成面が互いに対向するように一定の間隙を保って貼り合わせられている。このため
、本実施形態において液晶素子１２０は、画素電極１１８とコモン電極１０８とが液晶１
０５を挟持することによって構成されることになる。コモン電極１０８には、本実施形態
では、時間的に一定の電圧ＬＣcomが印加されている。
【００１５】
　なお、本実施形態では、液晶素子１２０を透過型とした場合、透過光量を着色するカラ
ーフィルタ（図示省略）が設けられる。ここで、画素電極１１８とコモン電極１０８との
間を通過する光の透過率は、液晶素子に保持される電圧の実効値がゼロであれば最小値（
最も暗い状態）となる一方、当該実効値が大きくなるにつれて、透過率が徐々に大きくな
るノーマリーブラックモードに設定される。このため、バックライトユニット（図示省略
）よって照射された光は、画素毎に、液晶素子１２０に保持された電圧の実効値に応じた
比率でカラーフィルタにより着色して出射する。
【００１６】
　ところで、素子基板において、表示領域１００の外側であってＹ方向に沿った一辺に沿
って走査線駆動回路１３０が設けられる一方、Ｘ方向に沿った一辺には、内側の表示領域
１００に向かって順番に、ブロック選択回路１４２、画像信号線１７０、サンプリング回
路１４６が設けられている。
【００１７】
　走査線駆動回路１３０は、垂直走査期間（Ｆ）のうち、垂直走査有効期間（Ｆa）にわ
たって走査信号Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、…、Ｙ480を、それぞれ１、２、３、…、４８０行目の走
査線１１２に供給するものである。詳細には、走査線駆動回路１３０は、走査線１１２を
１、２、３、…、４８０行目という順番で水平走査期間（Ｈ）毎に選択し、図５に示され
るように、選択した走査線への走査信号をＨレベルに相当する選択電圧Ｖddとし、他の走
査線への走査信号をＬレベルに相当する接地電位Ｇndとする。
　なお、図５では、垂直走査期間（Ｆ）のうち、垂直走査有効期間（Ｆa）以外を垂直走
査帰線期間（Ｆb）として表記している。
【００１８】
　ブロック選択回路１４２は、単位回路１４４を、データ線１１４におけるブロック総数
である「３２０」個、走査線１１２の配列方向であるＸ方向に沿って縦続接続したもので
ある。詳細には、図２において左から数えて１段目の単位回路１４４には、入力信号とし
て、処理回路２０（制御回路２１０）からのスタートパルスＤＹが供給される一方、当該
１段目の単位回路１４４の出力信号は、連絡信号線１８１を介して２段目の単位回路１４
４の入力信号として転送され、以下同様に、ある段の単位回路１４４の出力信号が、次段
の単位回路１４４の入力信号として転送される関係にある。
【００１９】
　ここで、単位回路１４４の詳細について説明する。図４は、単位回路１４４の構成を示
す回路図である。
　奇数段目および偶数段目の単位回路１４４は、いずれもクロックドインバータ１５１、
１５３と、インバータ１５２、１５５と、ＮＡＮＤ回路１５４とを有する。ここで、各段
目の単位回路１４４の入力端は、クロックドインバータ１５１の入力端であり、単位回路
１４４の出力端は、インバータ１５２の出力端である。便宜的に、１、２、３、４、…、
３２０段目の単位回路１４４における出力端から出力される信号を、それぞれｎ1、ｎ2、
ｎ3、ｎ4、…、ｎ320と表記する。
【００２０】
　奇数段目の単位回路１４４において、クロックドインバータ１５１は、クロック信号Ｃ
ＬＸがＨレベルであるときに（反転クロック信号ＣＬＸinvがＬレベルであるときに）入
力端に供給された信号を論理反転した否定信号を出力端に出力し、クロック信号ＣＬＸが
Ｌレベルであるときに（反転クロック信号ＣＬＸinvがＨレベルであるときに）出力端を
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ハイ・インピーダンス状態とするものであり、その出力端は、インバータ１５２の入力端
に接続されている。インバータ１５２は、入力端に供給された信号の否定信号を出力端に
出力するものである。インバータの１５２の出力端は、クロックドインバータ１５３の入
力端に接続されている。奇数段目の単位回路１４４において、クロックドインバータ１５
３は、反転クロック信号ＣＬＸinvがＨレベルであるときに（クロック信号ＣＬＸがＬレ
ベルであるときに）入力端に供給された信号を論理反転した否定信号を出力端に出力し、
反転クロック信号ＣＬＸinvがＬレベルであるときに（クロック信号ＣＬＸがＨレベルで
あるときに）出力端をハイ・インピーダンス状態とするものであり、その出力端は、イン
バータ１５２の入力端に接続されている。
　一方、ＮＡＮＤ回路１５４は、単位回路１４４の入力端に供給された信号と出力端に供
給された信号との否定論理積信号を出力し、インバータ１５５は、当該否定論理積信号の
論理を再反転して、サンプリング信号として出力する。したがって、ある段について着目
した場合に、当該着目段のサンプリング信号は、当該着目段の単位回路１４４における入
力端信号および出力端信号の論理積信号となる。
【００２１】
　なお、偶数段目の単位回路１４４については、クロックドインバータ１５１、１５３の
機能が奇数段目と逆転した関係にある点以外、同一構成である。すなわち、偶数段目にお
いてクロックドインバータ１５１は、反転クロック信号ＣＬＸinvがＨレベルであるとき
に否定信号を出力し、反転クロック信号ＣＬＸinvがＬレベルであるときに出力端がハイ
・インピーダンス状態となり、また、クロックドインバータ１５３は、クロック信号ＣＬ
ＸがＨレベルであるときに否定信号を出力し、クロック信号ＣＬＸがＬレベルであるとき
に出力端がハイ・インピーダンス状態となり、他については偶数段目と同構成である。
【００２２】
　このような構成において、クロック信号ＣＬＸがＨレベルである（反転クロック信号Ｃ
ＬＸinvがＬレベルである）とき、奇数段目の単位回路１４４におけるクロックドインバ
ータ１５３の出力端がハイ・インピーダンス状態となるので、奇数段目の単位回路１４４
の入力端に供給された信号は、当該奇数段目のクロックドインバータ１５１、および、イ
ンバータ１５２による２回の論理反転により正転して当該奇数段の単位回路１４４の出力
信号として出力される。
　次に、クロック信号ＣＬＸがＬレベルとなった（反転クロック信号ＣＬＸinvがＨレベ
ルとなった）とき、奇数段目におけるクロックドインバータ１５１の出力端がハイ・イン
ピーダンス状態となるので、インバータ１５２による出力信号（奇数段目の単位回路の出
力信号）は、インバータ１５２およびクロックドインバータ１５３によるラッチによって
、クロック信号ＣＬＸがＬレベルとなる直前の論理レベルに保持される一方、この保持さ
れた信号が偶数段目の単位回路１４４の入力端に供給されて、当該偶数段目のクロックド
インバータ１５１、および、インバータ１５２による２回の論理反転により正転して当該
偶数段の単位回路１４４の出力信号として出力される。
　このような動作が、クロック信号ＣＬＸ（反転クロック信号ＣＬＸinv）の論理レベル
が変化する毎に実行されるので、１、２、３、…、３２０段目の単位回路１４４による出
力信号は、クロック信号ＣＬＸが反転する毎にシフトした関係となる。
【００２３】
　したがって、図６に示されるように、クロック信号ＣＬＸおよび反転クロック信号ＣＬ
Ｘinvのデューティ比が５０％であって、当該クロック信号ＣＬＸの１周期分のパルス幅
を有するスタートパルスＤＸが、クロック信号ＣＬＸの立ち下がり時にて１段目の単位回
路１４４に供給されると、出力信号ｎ1は、スタートパルスＤＸをクロック信号ＣＬＸの
半周期だけ遅延した波形となり、以下、出力信号ｎ2、ｎ3、ｎ4、…、ｎ320は、出力信号
ｎ1からクロック信号ＣＬＸの論理レベルが反転する毎に、すなわち、クロック信号ＣＬ
Ｘの半周期（Ｂ）毎に、順番に遅延した関係となる。
　このため、各段の単位回路１４４において入力信号と出力信号との論理積信号であるサ
ンプリング信号Ｓ1、Ｓ2、Ｓ3、Ｓ4、…、Ｓ320は、同図に示されるように、クロック信
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号ＣＬＸの半周期毎に、排他的に順番でＨレベルとなるパルス信号となる。
【００２４】
　図６では、サンプリング信号Ｓ1、Ｓ2、Ｓ3、Ｓ4、…、Ｓ320が順番にＨレベルとなる
期間を水平走査有効期間（Ｈa）と表記する。制御回路２１０は、水平走査期間（Ｈ）が
水平走査有効期間（Ｈa）を含むように走査線駆動回路１３０を制御する。また、図６で
は、水平走査期間（Ｈ）のうち、水平走査有効期間（Ｆa）以外を水平走査帰線期間（Ｈb
）として表記している。
【００２５】
　６本の画像信号線１７０は、ブロック選択回路１４２とサンプリング回路１４６との間
において、Ｘ方向に沿って互いに平行となるように配列している。データ線１１４は、Ｙ
方向に沿った方向に設けられているので、画像信号線１７０は、データ線１１４を仮想的
に延長した線上と交差することになる。
　一方、６本の接続信号線１７２は、６本の画像信号線１７０と一対一に対応して設けら
れ、素子基板の接続端子１７４から、１段目の単位回路１４４と２段目の単位回路１４４
との間を結ぶ連絡信号線１８１と交差するように設けられている。ここで、６本の接続信
号線１７２のうち、図２において最左端のものは、６本の画像信号線１７０の最下端に位
置するものに接続され、同様に左から数えて２、３、４、５、６番目の接続信号線１７２
は、下から数えて２、３、４、５、６番目の画像信号線１７０にそれぞれ接続されている
。
　ここで、６本の接続信号線１７２には、左から数えて順番にデータ信号Ｒ1、Ｇ1、Ｂ1
、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ2が、それぞれ処理回路２０から供給される。このため、６本の画像信号
線１７０にも、下から数えて順番にデータ信号Ｒ1、Ｇ1、Ｂ1、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ2が、それぞ
れ供給されることになる。
　したがって、本実施形態において６本の画像信号線１７０に供給されるデータ信号の色
と一ブロックにおける６列のデータ線１１４が対応する画素の色との配列は、縦方向と横
方向との相違はあるが、配列方向でみたときにはＲＧＢＲＧＢで同一となる。
【００２６】
　サンプリング回路１４６は、１～１９２０列のデータ線１１４の各々に設けられたＴＦ
Ｔ１４８から構成される。ＴＦＴ１４８は、サンプリングスイッチとして機能するもので
あり、そのドレイン電極１４８は、データ線１１４の一端に接続されている。
　ここで、ＴＦＴ１４８のソース電極は、６本の画像信号線１７０のいずれかに、次のよ
うな関係で接続される。すなわち、データ線１１４を一般化して説明するために、１≦ｊ
≦１９２０を満たす整数のｊを用いると、図２において左から数えてｊ列目のデータ線１
１４に対応するＴＦＴ１４８のソース電極は、列数であるｊを６で割った余りが「１」で
あるならば、データ信号Ｒ1が供給される画像信号線１７０に接続され、ｊを６で割った
余りが「２」、「３」、「４」、「５」、「０」であるデータ線１１４に対応するＴＦＴ
１４８のソース電極は、それぞれデータ信号Ｇ1、Ｂ1、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ2が供給される画像
信号線１７０に接続される。例えば、左から数えて９列目のデータ線１１４に対応するＴ
ＦＴ１４８のソース電極は、「９」を６で割った余りが「３」であるから、データ信号Ｂ
1が供給される画像信号線１７０に接続される。
【００２７】
　また、ＴＦＴ１４８のゲート電極は、同一ブロックに対応するもの同士で共通接続され
て、ブロックに対応した単位回路１４４のサンプリング信号が供給される。例えば、７列
目から１２列目までの６列のデータ線１１４に対応するＴＦＴ１４８のゲート電極には、
当該６列のデータ線１１４が２番目のブロックに対応していることから、サンプリング信
号Ｓ2が共通に供給される。
　ここで、あるブロックに対応したサンプリング信号がＨレベルになると、当該ブロック
に属する６個のＴＦＴ１４８がソース・ドレイン電極間で導通状態となるので、６本の画
像信号線１７０に供給されたデータ信号が、それぞれ当該ブロックに属する６列のデータ
線１１４にサンプリングされることになる。



(9) JP 4466710 B2 2010.5.26

10

20

30

40

50

【００２８】
　次に、本実施形態に係る電気光学装置の動作について説明する。
　まず、画像データＶdは、ドットでみたときに１行１列～１行６４０列、２行１列～２
行６４０列、３行１列～３行６４０列、…、４８０行１列～４８０行６４０列、という順
番で上位装置から供給される。この画像データＶdは、ドットクロックＤclkに同期してド
ット毎に供給され、Ｓ／Ｐ変換回路２２０によって図７に示されるように画像データＶd1
d～Ｖd6dに相展開処理される。
　図７は、ある１行のドットに対応する画像データＶdのＳ／Ｐ変換処理を示している。
詳細には、奇数列のドットに対応した画像データＶdが、それぞれＲ、Ｇ、Ｂの階調を指
定する画像データＶd1d～Ｖd3dに遅延分配されて、時間軸に２倍に伸長され、この伸長さ
れた期間と一致するように、当該奇数列に続く偶数列のドットに対応した画像データＶd
が、それぞれＲ、Ｇ、Ｂの階調を指定する画像データＶd4d～Ｖd6dに分配されて、時間軸
に２倍に伸長される相展開処理される様子を示している。
【００２９】
　なお、制御回路２１０は、１、２列目のドットに対応する画像データＶd1d～Ｖd6dが出
力される期間にサンプリングＳ1がＨレベルとなり、続く３、４列目のドットに対応する
画像データＶd1d～Ｖd6dが出力される期間にサンプリングＳ2がＨレベルとなり、以下同
様に、奇数列および当該奇数列に続く偶数列のドットに対応した画像データＶdが相展開
処理される毎に順番にサンプリング信号がＨレベルとなるように、スタートパルスＤＸお
よびクロック信号ＣＬＸ（反転クロック信号ＣＬＸinvを出力する）。
　詳細には、クロック信号ＣＬＸの立ち下がり時にクロック信号ＣＬＸの１周期分のパル
ス幅を有するスタートパルスＤＸを供給してから、クロック信号ＣＬＸの半周期後に、サ
ンプリング信号Ｓ1がＨレベルとなり、以下順次、クロック信号ＣＬＸの半周期ずつ遅延
してサンプリング信号Ｓ2、Ｓ3、Ｓ4、…、Ｓ320がＨレベルとなるので、制御回路２１０
は、１、２列目のドットに対応する画像データＶd1d～Ｖd6dが出力されるタイミングより
もクロック信号ＣＬＸの半周期分だけ先んじたタイミングでスタートパルスＤＸをＨレベ
ルとさせるとともに、Ｓ／Ｐ変換回路２２０において奇数列および当該奇数列に続く偶数
列のドットに対応した画像データＶdを相展開処理する毎にクロック信号ＣＬＸ（反転ク
ロック信号inv）を論理反転して出力する。
【００３０】
　上述したように液晶素子１２０に対するデータ信号は正極性と負極性とで指定されるが
、本実施形態では、１行毎に書込極性を反転させる行反転（ライン反転ともいう）とし、
さらに、同一行について垂直走査期間（Ｆ）毎に正極性と負極性とで交互に反転させる駆
動として説明する。なお、ここでは、垂直走査期間の奇数行で正極性書込を指定するもの
とする。
　この垂直走査期間において、まず１行目の走査線１１２が選択されて、走査信号Ｙ1が
Ｈレベルになる。走査信号Ｙ1がＨレベルになると、１行目に位置する画素１１０、すな
わち、１行１列～１行１９２０列のＴＦＴ１１６がオンする。
　また、制御回路２１０は、１行１列および１行２列のドットの画像データＶdを相展開
処理して、この相展開処理に合わせてサンプリング信号Ｓ1がＨレベルとなるように、上
述したようにスタートパルスＤＸ、クロック信号ＣＬＸ（反転クロック信号ＣＬＸinv）
を出力する。
　ここで、サンプリング信号Ｓ1がＨレベルとなるとき、接続信号線１７２を介して画像
信号線１７０に供給されるデータ信号Ｒ1は、１行１列のドットにおけるＲの画像データ
Ｖd1dを正極性に変換した信号である。画像信号線１７０に供給されるデータ信号Ｇ1、Ｂ
1は、１行１列のドットにおけるＧの画像データＶd2d、Ｂの画像データＶd3dを、それぞ
れ正極性に変換した信号であり、同様に、画像信号線１７０に供給されるデータ信号Ｒ2
、Ｇ2、Ｂ2は、１行２列のドットにおけるＲの画像データＶd4d、Ｇの画像データＶd5d、
Ｂの画像データＶd6dを、それぞれ正極性に変換した信号である。
【００３１】
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　サンプリング信号Ｓ1がＨレベルになると、第１番目のブロックに属する１～６列目の
ＴＦＴ１４８がオンする。このため、６本画像信号線１７０に供給されたデータ信号Ｒ1
、Ｇ1、Ｂ1、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ2が、１～６列目のそれぞれに対応するデータ線１１４にサン
プリングされるので、１行１列～１行６列の画素電極１１８には、オン状態にあるＴＦＴ
１１６を介して、それぞれの色の階調に応じた正極性電圧が印加されることになる。
【００３２】
　次に、サンプリング信号Ｓ2がＨレベルとなる。サンプリング信号Ｓ2がＨレベルとなる
とき、接続信号線１７２を介して画像信号線１７０に供給されるデータ信号Ｒ1、Ｇ1、Ｂ
1は、１行３列のドットにおけるＲの画像データＶd1d、Ｇの画像データＶd2d、Ｂの画像
データＶd3dを、それぞれ正極性に変換した信号であり、同様に、データ信号Ｒ2、Ｇ2、
Ｂ2は、１行４列のドットにおけるＲの画像データＶd4d、Ｇの画像データＶd5d、Ｂの画
像データＶd6dを、それぞれ正極性に変換した信号である。
　サンプリング信号Ｓ2がＨレベルになると、第２番目のブロックに属する７～１２列目
のＴＦＴ１４８がオンするので、６本画像信号線１７０に供給されたデータ信号Ｒ1、Ｇ1
、Ｂ1、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ2が、７～１２列目のそれぞれに対応するデータ線１１４にサンプリ
ングされる。このため、１行７列～１行１２列の画素電極１１８には、オン状態にあるＴ
ＦＴ１１６を介して、それぞれの色の階調に応じた正極性電圧が印加されることになる。
【００３３】
　以下同様な動作が、サンプリング信号Ｓ320がＨレベルとなるまで繰り返され、これに
より、１行１列から１行１９２０列の画素電極１１８には、それぞれの色の階調に応じた
正極性電圧が印加されることになる。その後、水平走査帰線期間（Ｈb）を経て、２行目
の走査線１１２が選択され、走査信号Ｙ2がＨレベルになる。なお、走査信号Ｙ2がＨレベ
ルになると、走査信号Ｙ1がＬレベルになるので、１行１列～１行１９２０列のＴＦＴ１
１６がオフするが、オン時に画素電極１１８に印加された電圧は、液晶素子１２０の容量
性によって保持される。
　また、２行目の走査線１１２が選択されたとき、１行目の走査線１１２の選択時と同様
に、２行１列～２行１９２０列のＴＦＴ１１６がオンし、サンプリング信号Ｓ1、Ｓ2、Ｓ
3、Ｓ4、…、Ｓ320が順番にＨレベルになるが、データ信号Ｒ1、Ｇ1、Ｂ1、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ
2の極性は反転されて負極性となるので、２行１列～２行１９２０列の画素電極１１８に
は、それぞれの色の階調に応じた負極性電圧が印加される。
　以下同様な動作が、３、４、５、６、…、４８０行目で繰り返される。これにより、奇
数行の画素電極１１８には、それぞれの色の階調に応じた正極性電圧が印加され、偶数行
の画素電極１１８には、それぞれの色の階調に応じた負極性電圧が印加される。
　次の垂直走査期間でも同様な動作が繰り返されるが、極性が反転されるので、奇数行の
画素電極１１８には、それぞれの色の階調に応じた負極性電圧が印加され、偶数行の画素
電極１１８には、それぞれの色の階調に応じた正極性電圧が印加される。
【００３４】
　図８は、ｉ行目およびこれに隣接する（ｉ＋１）行目の走査線１１２が選択される水平
走査期間（Ｈ）のそれぞれにおいて、例えばデータ信号Ｒ1のの電圧波形の一例を示す図
である。
　この図において、電圧Ｖb(+)、Ｖb(-)は、それぞれ最低階調の黒色に相当する正極性、
負極性電圧であり、基準電圧Ｖcを中心に対称の関係にある。
　ここで、画像データＶdがＲ、Ｇ、Ｂの各色の階調値をそれぞれ例えば８ビットで指定
するとともに、当該階調値が十進値表記で「０」のときに最も暗い階調を指定し、以後当
該十進値が大きくなるにつれて徐々に明るい階調を指定し、十進値表記で「２５５」のと
きに最も明るい階調を指定する場合、本実施形態ではノーマリーブラックモードを想定し
ているので、データ信号Ｒ1の電圧は、正極性に変換する場合であれば、階調値が大きく
なるにつれて電圧Ｖb(+)から高位側に振った電圧となり、負極性に変換する場合であれば
、電圧Ｖb(-)から低位側に振った電圧となる。
【００３５】
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　なお、コモン電極１０８に印加される電圧ＬＣcomは、図８に示されるように、基準電
圧Ｖcよりも低位側に設定される。これは、ｎチャネル型のＴＦＴ１１６では、ゲート・
ドレイン電極間の寄生容量に起因して、オンからオフに状態変化するときにドレイン（画
素電極１１８）の電位が低下する、というプッシュダウンが発生するためである。仮に電
圧ＬＣcomを基準電圧Ｖcと一致させた場合、負極性書込による液晶素子１２０の電圧実効
値が、プッシュダウンのために、正極性書込による電圧実効値よりも若干大きくなってし
まう（ＴＦＴ１１６がｎチャネルの場合）。このため、プッシュダウンの影響が相殺され
るように、電圧ＬＣcomを基準電圧Ｖcよりも低位側にオフセットして設定しているのであ
る。ただし、プッシュダウンの影響が無視できるならば、電圧ＬＣcomと基準電圧Ｖcとを
一致させても良い。
【００３６】
　ｉ行目の液晶素子１２０に正極性が指定された場合、走査信号ＹiがＨレベルになる水
平走査期間（Ｈ）においてサンプリング信号Ｓ1がＨレベルになるとき、データ信号Ｒ1は
、ｉ行１列のＲ画素の階調に応じた正極性電圧となり、以降、サンプリング信号の変化に
合わせて、７、１３、１９、…、１９１５列目のＲ画素の階調に応じた正極性電圧に変化
する。
　続いて選択される（ｉ＋１）行目では、極性が反転して負極性が指定されるので、走査
信号Ｙ(i+1)がＨレベルになる水平走査期間（Ｈ）において、サンプリング信号Ｓ1がＨレ
ベルになるとき、データ信号Ｒ1は、（ｉ＋１）行１列のＲ画素の階調に応じた負極性電
圧となり、以降、サンプリング信号の変化に合わせて、７、１３、１９、…、１９１５列
目のＲ画素の階調に応じた負極性電圧に変化する。
　なお、図８においてデータ信号Ｒ1の電圧を示す縦スケールは、便宜的に他の信号にお
ける縦スケールよりも拡大してある。また、サンプリング信号Ｓ320がＬレベルに変化し
てからサンプリング信号Ｓ1がＨレベルに変化するまでの水平走査帰線期間（Ｈb）にわた
って黒色に相当する電圧となっているが、その理由は、タイミングずれなどの理由により
誤って画素に書き込まれても、表示に寄与させないためである。
　また、図８においては、データ信号Ｒ1の電圧波形を一例として示したが、他のデータ
信号Ｇ1、Ｂ1、Ｒ2、Ｇ2、Ｂ2についても階調に応じた電圧に変換される。
【００３７】
　本実施形態では、６本の画像信号線１７０は、それぞれ１段目および２段目の単位回路
１４４の間を通過する６本の接続信号線１７２を介して接続される。ここで、６本の画像
信号線１７０が、素子基板のＸ方向に沿った辺に設けられた接続端子１７４にそれぞれ直
接接続される従来構成では、図１４に示されるように、画像信号線１７０をブロック選択
回路１４２に回り込むように配線する必要がある。
　このため、同図において画像信号線１７０が廻り込む部分Ｘa、Ｘbだけ余計に基板スペ
ースが必要となり、基板の縮小による低コスト化や、額縁の狭小化による実装自由度の向
上などを阻害する要因となった。特にここではＳ／Ｐ変換における相展開数を「６」とし
て説明しているが、「１２」、「２４」、…、「９６」というように相展開数が増大する
につれて、部分Ｘa、Ｘbが大きくなり、基板スペースを広く必要となるので、無視できな
い問題となる。
　これに対して本実施形態では、画像信号線１７０が廻り込む替わりに、単位回路１４４
の間を通過する接続信号線１７２を介して、接続端子１７４にそれぞれ接続させた構成と
しているので、部分Ｘa、Ｘbのスペースが不要となり、基板の縮小化や、額縁の狭小化が
可能となる。
【００３８】
　ところで、本実施形態のように、接続信号線１７２を、接続端子１７４から単位回路１
４４の間を通過させて画像信号線１７０まで引き回すと、当該接続信号線１７２は、１段
目の単位回路１４４の出力端と次段である２段目の単位回路１４４の入力端とを結ぶ連絡
信号線１８１と、クロック信号ＣＬＸを供給する信号線と、反転クロック信号ＣＬＸinv
を供給する信号線と、それぞれ交差する。このため、一見すると、これらの信号線による
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ノイズが、接続信号線１７２に供給されるアナログのデータ信号Ｒ1、Ｇ1、Ｂ1、Ｒ2、Ｇ
2、Ｂ2に伝搬し、データ線１１４にサンプリングされる電圧を変動させて、表示に悪影響
を与えるようにも見える。
　しかしながら、クロック信号ＣＬＸの論理信号を反転させたものが反転クロック信号Ｃ
ＬＸinvであるので、図９に示されるように、クロック信号ＣＬＸの論理レベルが変化し
たときに現れるノイズと、反転クロック信号ＣＬＸinvの論理レベルが変化したときに現
れるノイズとは、互いに逆向きであって同じ大きさであるので、相殺し合う。このため、
本実施形態では、接続信号線１７２において、クロック信号ＣＬＸを供給する信号線と、
反転クロック信号ＣＬＸinvを供給する信号線とそれぞれ交差することによるノイズの影
響は、ほとんど無視できると考えられる。
　さらに、連絡信号線１８１に供給される信号は、本実施形態では、１段目の単位回路１
４４による出力信号ｎ1であり、水平走査期間（Ｈ）において１回の割合でＬ→Ｈ→Ｌレ
ベルと変化するのみである。このため、接続信号線１７２において、連絡信号線１８１と
交差することによるノイズの影響についても、ほとんど無視できると考えられる。
【００３９】
　本実施形態では、表示パネル１０と処理回路２０とをＦＰＣ基板で接続する構成とした
が、図１０に示されるように、処理回路２０の一部または全部の機能を実行するＩＣチッ
プを、素子基板の領域１９０においてＣＯＧ（chip on glass）等の技術を用いて実装し
ても良い。
　また、本実施形態では、接続信号線１７２を１段目および２段目の単位回路１４４の間
を通過させたが、画像信号線１７０に供給されるデータ信号の遅延が左右端で異なってし
まうことが問題となるのであれば、接続信号線１７２を、例えば１６０段目と１６１段目
の単位回路１４４の間を通過させて画像信号線１７０のほぼ中心に接続する構成が望まし
い。
【００４０】
　次に、本発明の第２実施形態に係る電気光学装置について説明する。この第２実施形態
では、表示パネル１０における接続信号線１７２を第１実施形態から変更したものである
。なお、それ以外については第１実施形態と共通であるので、説明を省略する。
【００４１】
　図１１は、第２実施形態における表示パネル１０の構成を示す平面図である。
　この図に示されるように第２実施形態では、接続信号線１７２をＲ、Ｇ、Ｂの色毎に分
類し、同じ色の接続信号線１７２については、接続端子１７４から同じ単位回路１４４の
間を通過させて画像信号線１７０に接続する構成となっている。
　詳細には、本実施形態において１ブロックを構成するデータ線数は「６」であるので、
Ｒの接続信号線１７２の２本が１段目および２段目の単位回路１４４の間を結ぶ連絡信号
線１８１と交差するように設けられ、Ｇの接続信号線１７２の２本が２段目および３段目
の単位回路１４４の間を結ぶ連絡信号線１８２と交差するように設けられ、Ｂの接続信号
線１７２の２本が３段目および４段目の単位回路１４４の間を結ぶ連絡信号線１８３と交
差するように設けられた構成となっている。
【００４２】
　このような第２実施形態によれば、基板スペースの縮小化や、額縁の狭小化が可能とな
るほか、同じ色の接続信号線１７２についてみたときの時定数が第１実施形態と比較して
近接するので、画像信号線１７０に供給されるデータ信号の電圧が接続信号線１７２同士
の時定数のばらつきにより不均等になることが防止される。このため、列方向に現れる表
示ムラの発生を抑えることが可能となる。
　なお、この第２実施形態では、複数の色同士を、例えばＲ、Ｇの接続信号線１７２の４
本を、同じ単位回路１４４の間を通過させ、Ｂの接続信号線１７２の２本を、他の単位回
路１４４の間を通過させる構成としても良い。
【００４３】
　次に、本発明の第３実施形態に係る電気光学装置について説明する。この第３実施形態
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では、表示パネル１０における接続信号線１７２、および、画像信号線１７０の順序を第
１実施形態から変更したものである。なお、それ以外については第１実施形態と共通であ
るので、説明を省略する。
【００４４】
　図１２は、第３実施形態における表示パネル１０の構成を示す平面図である。
　この図に示されるように第３実施形態では、接続信号線１７２をＲ、Ｇ、Ｂの色毎に分
類し、同じ色の接続信号線１７２については、接続端子１７４から同じ単位回路１４４の
間を通過させて画像信号線１７０に接続する構成とした点までは、第２実施形態と同様で
あるが、画像信号線１７０に供給されるデータ信号が、下から順番に、Ｒ1、Ｒ2、Ｇ1、
Ｇ2、Ｂ1、Ｂ2となって、同色で２本ずつまとめられて点において第２実施形態と相違し
ている。
　このような第３実施形態によれば、基板スペースの縮小化や、額縁の狭小化が可能とな
るほか、同じ色の接続信号線１７２のみならず、画像信号線１７０についてみたときの時
定数が近接するので、列方向に現れる表示ムラの発生をより効果的に抑えることが可能と
なる。
【００４５】
　なお、上述した各実施形態では、Ｓ／Ｐ変換回路２２０における相展開数を「６」とし
たが、「９」、「１２」、「１５」、…、というように増加させても良いし、相展開しな
い「３」としても良い。また、Ｒ、Ｇ、Ｂの３色で１ドットを表現したが、さらにＥg（
エメラルドグリーン）などの色を追加して４色以上で１ドットを表現しても良い。
　ここで、相展開数のｍは、１ドットを表現するための色数を３以上のｎとしたときに、
ｎ倍数であれば良い。
【００４６】
　また、各実施形態では、ブロック選択回路１４２がスタートパルスＤＸを図２において
右方向のみに転送する構成として説明したが、転送方向制御信号ＤＩＲなどを用いて左右
の双方向のいずれにも転送可能とする構成としても良い。
　さらに、実施形態では、液晶素子１２０について、ノーマリーブラックモードとして説
明したが、電圧無印加状態で白色表示となるノーマリーホワイトモードとしても良いし、
透過型に限られず、反射型や、両者の中間的な半透過半反射型であっても良い。
　くわえて、画像信号線１７０にアナログのデータ信号が供給される構成のすべてに適用
可能である。このため、画素としては、液晶素子を用いたものに限られず、例えば、ＥＬ
（Electronic Luminescence）素子、電子放出素子、電気泳動素子などを用いたものにも
適用可能である。
【００４７】
＜電子機器＞
　次に、上述した実施形態に係る電気光学装置１を表示装置として有する電子機器の例に
ついて説明する。
　図１３は、実施形態に係る電気光学装置１を用いた携帯電話１２００の構成を示す図で
ある。この図に示されるように、携帯電話１２００は、複数の操作ボタン１２０２のほか
、受話口１２０４、送話口１２０６とともに、上述した電気光学装置１を備える。
　なお、電気光学装置１が適用される電子機器としては、図１３に示した携帯電話の他に
も、デジタルスチルカメラ、ノートパソコン、液晶テレビ、ビデオレコーダ、カーナビゲ
ーション装置、ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テ
レビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネル等などの機器が挙げられる。そして、これらの各種
電子機器の表示装置として、上述した電気光学装置１が適用可能であることは言うまでも
ない。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電気光学装置のブロック図である。
【図２】上記電気光学装置における表示パネルの概略構成を示す平面図である。
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【図３】上記表示パネルにおける画素の構成を示す図である。
【図４】上記表示パネルにおける単位回路の構成を示す図である。
【図５】上記電気光学装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図６】上記電気光学装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図７】上記電気光学装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図８】上記電気光学装置におけるデータ信号の電圧波形の一例を示す図である。
【図９】上記電気光学装置におけるクロック信号等の影響を示す図である。
【図１０】上記電気光学装置の変形例に係る表示パネルの概略構成を示す平面図である。
【図１１】第２実施形態に係る表示パネルの概略構成を示す平面図である。
【図１２】第３実施形態に係る表示パネルの概略構成を示す平面図である。
【図１３】上記電気光学装置を適用した携帯電話機の構成を示す図である。
【図１４】従来例に係る表示パネルの概略構成を示す平面図である。
【符号の説明】
【００４９】
１…電気光学装置、１０…表示パネル、２０…処理回路、１００…表示領域、１０８…コ
モン電極、１１２…走査線、１１４…データ線、１１６…ＴＦＴ、１１８…画素電極、１
２０…液晶素子、１３０…走査線駆動回路、１４２…ブロック選択回路、１４２…単位回
路、１４６…サンプリング回路、１７０…画像信号線、１７２…接続信号線、１８１…連
絡信号線、１２００…携帯電話機

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【図１１】 【図１２】
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